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Q24a 近赤外線高分散分光器WINERED: C2, CN分子バンドの検出
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可視−近赤外域の吸収バンドによって検出される C2, CN分子は星間物質中における最も基本的な分子のひと
つである。C2分子は電気双極子モーメントが 0であるため純回転遷移が禁止され、星間輻射場による励起やHI,
H2との衝突励起／脱励起過程を通じて高回転準位まで励起される。そのため、C2分子の回転準位分布を観測ス
ペクトルから求めれば、星間化学を理解する上でキーとなる星間ガス雲の温度、密度を求める事も可能となる。
本講演では近赤外線高分散分光器WINEREDのWIDEモード (0.9− 1.35µm; Rmax = 28, 000) によって検出さ
れたC2 (1,0), (0,0) A−X バンド (Phillips system), CN (1,0), (0,0) A−X バンド (Red System) について報告
する。C2 (0,0) バンドは星間物質中では本研究で初めて検出に成功した。近赤外域の C2 (1,0), (0,0) バンドはこ
れまで主に使われてきた可視域の (2,0) バンドと比較して、振動子強度 f が約 2倍大きいため検出しやすく、ま
た長波長側に位置するため減光に強いという性質がある。本研究では、Cyg OB2 No.12 (AV = 10.2 mag) のス
ペクトル上に検出された C2 (0,0) バンドからその f の値に新たな制約をつけた。また、環境が大きく異なると考
えられる 2天体 Cyg OB2 No.12, NGC2024 IRS1の 高波長分解能 (R ≤ 68, 000) で取得したC2スペクトルによ
る、星間ガス雲の温度・密度、ならびに炭素の同位体比 (12C/13C)の決定について議論する。


